
『南海地震の記録を遺すー徳島県立文書館の活動ー』
金原祐樹氏（徳島県立文書館）

開催日 ９月２１日（土）
時 間

場 所 徳島大学常三島キャンパス
「常三島けやきホール」総合科学部地域連携プラザ2階

15：00～17：15（開場14時00分）

第36回歴史地震研究会（徳島大会）公開講演会

定員 200人
参加無料

事前申し込み不要

2019年

講演内容

『南海トラフ巨大地震とは何か、どう備えるか』
石橋克彦氏（神戸大学名誉教授）

『小中学生による歴史地震を活用した地域防災活動』
牟岐町防災サークル・美波町立由岐小学校

会場案内

注：大学構内の駐車場は利用できませんので，
公共交通機関をご利用ください．

主催：歴史地震研究会 後援：徳島大学環境防災研究センター・徳島県教育委員会

過去の南海地震に学び、
次の南海トラフ巨大地震に備える

けやき
ホール

住所：徳島市南常三島町１丁目１番地

どなたでも
参加できます

お問い合わせ先
徳島大学環境防災研究センター
馬場俊孝（088-656-9721)
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